

















　In today's Japan, loneliness is progressing due to changes in family forms, lifestyles, and ways of working, 
and the collapse of communities is advancing.  The relationship is such that you do not know who lives in 
the neighborhood and you do not know the face of your neighbor.
　To regenerate the community, you need to edit the city.  In flow-type urban development in Japan, it is 
difficult to regenerate the community, and changing to the concept of a stock-type European city will lead to 





















































域産品を作ってみる ” 地産地染 ” のプロジェクト。「都
市の新しい染色」をみんなで、ゆるく楽しむ。
４．計画概要
　伝統産業である染を介入し、既存の都市に重ねること
で、街区から町を再生し、既存の地域の小さな共同体と
も繋がり、町を再興する。
3 つのエリアにそれぞれ建築を提案する。それぞれの建
築には大きく二つの目指すものがある。①染の要素を持
つ②まちのリビングの様に町に開かれている。
敷地にあった町や周辺との関係性を考え、それぞれ設計
していく。
（２）様々な風景を持つ　
　落合中井の西エリアを調査した結果、地形が豊かで
様々な風景を見つけることができ、その風景を大きく 3
つのエリアに分け、川沿い・緩やかな起伏・急な傾斜地
のそれぞれのエリアに提案をしていく。
（３）染の小道
　落合中井の地場産業である染物を住人や職人が一体と
なって盛り上げ、まちを染物で埋め尽くすイベントであ
る。2009 年から始まり、毎年２月に３日間行われてい
る。反物を妙正寺川にかける「川のギャラリー」、落合
中井のお店を暖簾で彩る「道のギャラリー」、その他に
数々のイベントが催される。参加する染物作家は国内だ
けでなく海外からも参加し、総勢 100 名を超える。
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５．設計
① Site1（川沿い）
染物の工房と職人のコレクティブハウスを設計する。妙
正寺川沿の敷地であり、かつてのまちの風景を取り戻す。
ここは敷地と川の間に、住人のメイン動線が通っており、
また、近くの学生の通学路にもなっている。設計は、染
の工程から導き出したスケールを用い、平面は染物の性
質上シンプルで作業効率を求められる。平面のズラしと、
天井高の違いからの抜けで空間を作る。
町に開かれた工房で、様々な道具が展示されている。建
築内外に行くつかのコモンスペースを持ち、住人だけで
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なく、町の人との交流の場となる。
② Site2（緩やかな起伏）
「おちあいさん」が運営する工房と学童を設計する。こ
のエリアの特徴として、建物の間に通り抜けできる道が
多くあり、住人のメイン動線となっている。計画敷地は、
その様な通り抜け動線が集まった、溜まり場的な街区に、
phase で提案する。
Phase1 では建築を介入させ、「おちあいさん」の工房と
学童を設計する。Phase2 では周辺の空き家がなくなり、
藍の畑になる。Phase3 では、さらに周辺が更新され、
塀が取り除かれ、開かれた住宅などが建つ。
③ Site3（傾斜地）
染のギャラリー、ライブラリーと簡易宿泊所を設計する。
元々傾斜地であった場所を造成した敷地で、かつての傾
斜を戻す様な屋根形状をしている。染の小道で展示され
たのれんなどの作品を集積する場として使われる。
５．おわりに
　これからのまちの在り方として、持続可能的なまちの
可能性が見えたものであった。
また、コミュニティが失われたまちの再興として、まち
の伝統的な産業のネットワークにより、まちに重ねた時
に既存の公共施設ともつなぐことが出来た。まちの商で
ある染物がより発信するきっかけとなることを期待す
る。
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